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　９月21日、認定こども園の３歳児が大狩

部のふるさと農場で、ぶどう狩りを体験し、

もぎたての甘い秋の味覚を楽しみました。

　園児のみなさん、これから秋も終わり寒い

冬が訪れますので、暖かい服装で元気にこど

も園に通って下さい。

〜秋の味覚に大満足〜



議会だより　２

◆
新
冠
町
開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
５０
年

　

記
念
事
業
の
結
果
と
今
後
の
予
定

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況

◆
農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売
状
況

◆
平
成
２２
・
２３
年
度
建
設
工
事
の
進
ち
ょ
く

　

状
況

◇
教
育
委
員
の
活
動

◇
学
校
教
育
の
推
進

◇
新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の

　

教
育
・
保
育

◇
社
会
教
育
の
推
進

◇
教
育
委
員
会
の
業
務
評
価

武
田
議
員　

多
く
の
教
師
に
子
ど
も
達
の
才

能
、
成
績
を
伸
ば
す
授
業
の
環
境
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
が
。

教
育
行
政
報
告

辻
本
政
壽

教
　

育
　

長

定　　例　　会
平成23年　第３回

《会期　9月13日・実質審議１日間》

　　　　　　　　　　　  ・開会10:00
　　　　　　　　　　　  ・閉会15:28

１	会議録署名議員の指名

２	会期の決定

３	諸般の報告

４	行政報告（町長・教育長）

５	一般質問（４議員４項目）

６	教育委員会委員の任命について

� ……同意

７	人権擁護委員の推薦につき意見を求め

	 ることについて� ……適任

８	報告３件（例月出納検査等の結果報告

	 等）� ……受理

９	専決処分１件（条例）� ……承認

10	認定８件（平成22年度各会計決算）

� ……特別委員会を設置・付託

11	会議案１件（特別委員会の設置）

� ……可決

12	諸般の報告

13	議案１件（新冠町特別職の職員で非常

	 勤のものの報酬及び費用弁償に関する

	 条例の一部を改正する条例）� ……可決

14	議案３件（財産の取得３件）� ……可決

15	議案１件（公有水面埋立て）� ……可決

16	議案３件（一般会計補正予算ほか２件）

� ……可決

17	会議案３件（閉会中の継続調査）

� ……可決

18	追加会議案１件（閉会中の継続審査）

� ……可決

　＊閉会後　全員協議会

９月13日
◇９月定例会の全日程

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

�

（
全
員
挙
手
で
同
意
）

人
　
　
　
　
　
事

【
内
容
】
平
成
１５
年
１１
月
か
ら
委
員
を
務
め

て
い
る
小
林
悟
さ
ん
（
本
町
５７
歳
）
は
、
本

年
１１
月
４
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
委
員
に
引
き
続
き
同
氏
の
任
命
に

同
意
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
平
成
１５
年
に
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
、
平
成
２０
年
６
月
か
ら
教
育
委
員
長

を
務
め
て
お
り
、
教
育
行
政
の
推
進
に
深
い

理
解
を
持
っ
て
教
育
委
員
の
中
心
的
役
割
を

担
い
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
方
で
す
。

　

任
期
は
４
年
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

�

（
挙
手
多
数
で
適
任
）

【
内
容
】
現
在
、
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
て

い
る
高
瀬
美
幸
さ
ん
が
平
成
23
年
１２
月
３１
日

に
任
期
満
了
を
迎
え
退
任
す
る
た
め
、
後
任

委
員
に
牧
野
里
香
さ
ん
（
美
宇
４１
歳
）
を
適

任
者
と
し
て
推
薦
し
た
。　

　

牧
野
さ
ん
は
、
障
害
者
計
画
策
定
推
進
委

員
を
務
め
る
な
ど
、
社
会
福
祉
の
充
実
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
で
す
。

※
人
権
擁
護
委
員
の
職
務
は
、
人
権
擁
護
運

動
の
推
進
に
協
力
す
る
こ
と
、
人
権
犯
罪
事

件
に
つ
い
て
救
済
情
報
の
収
集
な
ど
適
切
な

措
置
を
と
る
こ
と
で
任
期
は
３
年
。

辻
本
教
育
長　

今
後
も
指
導
力
向
上
の
支
援

を
さ
ら
に
充
実
し
て
行
く
。

　

行  

政  

報  

告

小
竹
國
昭

町
　
　
長



３　議会だより

一 般 質 問

第３回定例会での一般質問は、質問と答弁内容を要約して登壇順にお知らせしています。
詳しく知りたい方は、議会事務局及びレ･コード館図書プラザで閲覧することができます。

町政のここが聞きたい

　

今
回
の
福
島
第
一
原
発
事
故
を
機
に
、
新

冠
町
の
広
大
な
土
地
と
豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
可
能
性
を
生
か
し
、
産
業
・
雇
用
、

そ
し
て
、
過
疎
地
の
財
源
確
保
に
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
社
会
の
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

活
用
で
地
域
経
済
の
活
性
化
・
産
業
振
興
・

雇
用
対
策
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
が
、
町
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

小
竹
町
長　

関
係
機
関
と
も
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
が
、
現
段
階
で
は
経
済
的
に
も
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
は
困
難
と
考
え
る
。

た
だ
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
な
転

換
点
に
き
て
お
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

の
今
後
の
推
進
は
確
実
と
考
え
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
、
地
方
自
治
体
に
も
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
活
用
を
図
る
検
討
の
要

請
も
十
分
考
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
、
新
冠

１
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、雇
用
対
策
に
繋
ぐ
べ
き

秋山三津男議員

町
内
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
、
太

陽
光
の
活
用
に
併
せ
て
、
木
質
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
も
十
分
検
討
し
た
い
。

秋
山
議
員　

新
冠
町
単
独
は
難
し
い
。
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
・
町
お
こ
し
の
た
め
に

も
、
林
業
振
興
と
結
び
、
特
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
は
、
町
長
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
、

管
内
各
町
と
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
す
る
研
究
会
な
ど
を
地
域
と
共
同
し
、

設
置
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
展
開
を
す
る
考

え
は
。
併
せ
て
、
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す

こ
と
は
ど
う
考
え
る
か
。

小
竹
町
長　

北
海
道
が
市
町
村
毎
に
調
査
を

実
施
す
る
の
で
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
新
冠

町
単
独
で
可
能
な
の
か
、
広
域
的
に
共
同
で

取
り
組
む
べ
き
か
判
断
し
た
い
。

　

原
発
は
、
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
考
え
、

直
ち
に
全
て
や
め
る
こ
と
は
、
産
業
面
や
企

業
面
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る
と

思
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
脱
原
発
へ
向
か
う
べ
き
と
思
う
。

定 例 会

◎
『
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
お
こ
し
を
』

　

今
年
度
、
新
冠
町
観
光
協
会
が
、
新
冠
町

商
工
会
の
事
務
局
か
ら
独
立
し
、
レ
・
コ
ー

ド
館
内
に
移
設
さ
れ
、
新
し
い
職
員
も
配
置

さ
れ
た
中
、
町
内
観
光
の
振
興
と
活
性
化
に

向
け
て
新
し
い
事
業
展
開
が
望
ま
れ
、
町
民

の
期
待
を
大
き
く
負
う
。
こ
れ
を
機
に
、
形

骸
化
し
た
観
光
協
会
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

観
光
行
政
に
寄
与
し
、
新
冠
町
の
観
光
を
活

性
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
レ
・

コ
ー
ド
館
を
核
と
し
た
道
の
駅
ゾ
ー
ン
を
観

光
の
拠
点
と
し
、
拡
充
を
図
る
と
推
察
す
る

が
、
町
内
に
は
世
界
一
が
２
つ
あ
る
。
８０
万

枚
の
レ
コ
ー
ド
を
収
蔵
す
る
レ
・
コ
ー
ド
館
。

高
さ
９
ｍ
、
幅
２７
ｍ
の
世
界
最
大
の
油
彩
画

を
展
示
す
る
太
陽
の
森
デ
ィ
マ
シ
オ
幻
想
美

術
館
。
こ
れ
ら
を
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
申
請
し
、

登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、
世
界
一
の
お
墨
付
き

と
い
う
付
加
価
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
新
冠
温
泉
、
ホ
ロ
シ
リ
乗

２
魅
力
あ
る
観
光

　
　
　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
望
む

伹野裕之議員

◎
『
産
業
６
次
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
観
光
活
性
化
を
』

エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　

 

考
慮
し
た
上
で

原
発
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す
べ
き
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小
竹
町
長　

観
光
協
会
は
本
年
４
月
か
ら
独

立
し
、
レ
・
コ
ー
ド
館
内
に
移
転
し
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
こ
れ
は
、
町
内
観
光

施
設
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
た
め
に
、
観

光
協
会
を
そ
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
、
機

能
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
た
。
ま
ち
の
観
光

は
行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
民

間
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
振
興
で

き
な
い
。

　

観
光
を
「
地
域
に
波
及
効
果
を
生
む
産

業
」
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
計
画
の
実
行

に
は
行
政
も
支
援
す
る
。
現
在
、
４
月
か
ら

配
置
し
た
地
域
産
業
６
次
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
特
産
物
を
活
用

し
た
新
た
な
土
産
品
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品

の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

町
は
、
新
冠
の
「
人
」、「
モ
ノ
」
と
い
っ

た
地
域
資
源
を
生
か
し
、
ま
ち
が
一
丸
と

な
っ
た
観
光
産
業
を
目
指
し
て
、
町
民
や
事

業
者
の
方
へ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
既
存

資
金
制
度
に
よ
る
観
光
事
業
参
画
へ
の
一
層

の
支
援
を
図
っ
て
い
く
の
で
関
係
者
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

者
の
意
向
も
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
。
空
き

家
は
入
居
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
放
置
し

続
け
て
は
、
環
境
的
に
も
好
ま
し
く
な
く
、

事
故
も
心
配
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

②
何
年
も
居
住
者
の
い
な
い
個
人
住
宅
の
空

き
家
も
、
同
様
に
環
境
的
に
好
ま
し
く
な
い
。

そ
こ
で
、
町
の
定
住
移
住
対
策
に
活
用
で
き

な
い
か
。
町
が
全
力
で
空
き
家
の
な
い
、
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

小
竹
町
長　

①
公
営
住
宅
法
で
「
耐
用
年
限

を
経
過
し
た
建
物
は
用
途
廃
止
で
き
る
。」

規
定
が
あ
り
、
町
は
用
途
廃
止
を
す
る
た
め

に
、
公
募
せ
ず
、
空
き
家
に
す
る
公
営
住
宅

の
政
策
的
空
き
家
を
設
け
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
空
き
家
数
は
、
汐
見
団
地
で

４
棟
１６
戸
対
象
中
１２
戸
で
あ
る
。
来
年
度
に

こ
の
１２
戸
の
う
ち
、
２
棟
８
戸
を
用
途
廃
止

し
て
、
取
り
壊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
残

り
４
戸
の
入
居
者
の
方
に
は
、
移
転
先
の
場

所
・
階
数
・
間
取
り
等
の
希
望
を
聴
き
、
他

の
公
営
住
宅
で
希
望
に
近
い
空
き
家
が
出
れ

ば
、
公
募
せ
ず
入
居
し
て
い
た
だ
く
考
え
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
法
に
基
づ
き
引
っ
越
し
に
必

要
な
移
転
費
の
予
算
化
、
移
転
後
の
家
賃
も

同
法
の
家
賃
の
特
例
規
定
を
適
用
し
、
移
転

し
易
い
環
境
を
整
え
る
考
え
で
あ
る
。

①
本
町
の
公
営
住
宅
汐
見
団
地
は
以
前
か
ら
、

東
町
へ
建
て
替
え
計
画
が
あ
っ
た
が
、
入
居

３
定
住･

移
住
事
業
に

　
　
　
　
　
　

繋
げ
れ
な
い
か

椎名徳次議員

◎
『
我
が
町
の
空
き
家
対
策
』

政策的空き家としている対象の住宅

馬
ク
ラ
ブ
、
道
の
駅
な
ど
、
点
在
す
る
施
設

の
魅
力
を
増
幅
さ
せ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
望

ま
れ
る
。

　

ま
た
、
農
畜
産
物
、
水
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
観
光
資
源
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
中
、

既
存
施
設
を
利
用
し
た
産
業
６
次
化
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
地
域
お
こ
し
や

雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
観
光
後
進
地
日
高
か

ら
脱
却
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
町
長
は
今
後

の
観
光
協
会
と
観
光
行
政
の
あ
り
方
や
方
向

性
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
定
住
移
住
促
進
対
策
と
し
て
、
平
成
１８
年

度
か
ら
様
々
な
施
策
、
取
り
組
み
を
展
開
し

て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
、
町
内
の
空
き
家
や

空
き
地
の
情
報
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

信
し
、
こ
れ
ま
で
、
空
き
家
は
延
べ
１３
件
登

録
さ
れ
、
１２
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
て

い
る
。
今
後
は
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
空

き
家
も
年
々
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

現
在
の
制
度
は
本
年
度
が
最
終
年
度
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
等
を
検
証
し
、

来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。
そ

の
中
で
空
き
家
対
策
、
空
き
家
の
有
効
利
用

も
考
え
た
い
。

 

観
光
は
地
域
に
波
及
効
果
を

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
む
産
業

 

公
営
住
宅
の
政
策
的
空
き
家
は

 

　
　
　
　
取
り
壊
し
て
い
き
た
い

 

個
人
住
宅
の
空
き
家
は

 

　
　
　
　
有
効
利
用
も
考
え
た
い

世界一を誇るデイマシオ幻想美術館内の油彩画



５　議会だより

　

歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
８
０
２
０
推
進

条
例
が
平
成
２１
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
新
冠
町
で
は
、
本
年
７
月
か
ら

朝
日
、
美
宇
の
保
育
所
で
希
望
者
へ
の
フ
ッ

化
物
洗
口
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ッ
化

物
洗
口
の
有
効
性
や
安
全
性
か
ら
慎
重
論
も

あ
る
。
１
９
６
９
年
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

構
）
が
フ
ッ
素
に
よ
る
虫
歯
予
防
を
提
言
し

た
が
、
１
９
９
４
年
６
歳
以
下
の
子
ど
も
へ

の
フ
ッ
素
洗
口
は
強
く
禁
止
の
新
し
い
考
え

が
示
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
疑
問
点
が
あ
る

中
、
保
護
者
に
対
し
十
分
な
説
明
を
行
っ
て

実
施
し
た
の
か
含
め
３
点
を
伺
う
。

①
道
の
実
施
状
況
は
本
年
４
月
１
日
現
在
、

小
学
校
ま
で
２９
市
町
村
、
中
学
校
ま
で
４
市

町
村
と
な
っ
て
い
る
が
２４
年
度
の
実
施
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

②
公
平
で
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
保
護
者
へ

の
説
明
は
。

③
実
施
に
あ
た
り
責
任
の
所
在
は
。

小
竹
町
長　

①
国
を
通
じ
た
道
の
実
施
要
綱

に
基
づ
き
専
門
的
機
関
で
あ
る
保
健
所
の
指

導
、
保
育
所
歯
科
医
の
指
示
書
、
保
育
士
へ

の
説
明･

実
技
指
導
を
経
て
取
り
進
め
て
い

る
。

②
賛
否
両
論
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
か
り
や

す
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
対
象
者
全

員
に
配
布
の
う
え
、
希
望
者
の
み
実
施
し
た
。

説
明
会
は
１０
月
１４
日
美
宇
保
育
所
で
開
催
し
、

希
望
が
あ
れ
ば
今
後
も
実
施
す
る
。

辻
本
教
育
長　

①
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
認

定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
い
ず
れ
か

で
安
全
性
の
配
慮
と
毎
日
の
過
密
な
日
程
調

整
を
行
い
実
施
を
検
討
す
る
。

②
生
活
習
慣
の
徹
底
と
と
も
に
、
フ
ッ
化
物

の
有
効
性
を
研
究
し
、
実
施
要
綱
の
支
援
対

象
と
な
っ
た
場
合
は
関
係
機
関
と
も
連
携
し

説
明
会
を
行
い
実
施
し
た
い
。

③
教
育
委
員
会
で
あ
る
。

４
フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
に
あ
た
り

　
　

 
保
護
者
へ
十
分
な
説
明
を

竹中進一議員

◎
『
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
取
り
組
み
』

笑顔満点の幼児に行われたフッ化物洗口の模様

事
業
予
算
と
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

平
成
23
年
度

補
正
予
算
の
審
議

【
内
容
】
既
定
予
算
に
１
億
３
千
２
７
１
万

３
千
円
を
追
加
し
、
５２
億
１
千
７
６
２
万
９

千
円
と
し
た
。

   

総
　
務
　
費

▼
定
住
・
移
住
事
業
の
取
り
組
み

武
田
議
員　

移
住
さ
れ
て
き
た
方
に
、
そ
の

後
、
様
子
を
伺
う
な
ど
の
声
か
け
が
必
要
と

思
う
が
、
実
施
な
ど
は
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

来
年
度
に
向
け
た
定

住
・
移
住
事
業
の
検
討
の
１
つ
と
し
て
、
定

住
移
住
さ
れ
た
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
総
務
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
町
行
政
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

�

６
８
２
万
５
千
円

▼
現
地
調
査
測
量
業
務
委
託
料

�

６３
万
円

▼
定
住
・
移
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
金

�
１
０
０
万
円

一
　
般
　
会
　
計
（
歳
出
）

   

民
　
生
　
費

▼
高
齢
者
等
買
い
物
支
援
事
業
の
内
容

秋
山
議
員　

具
体
的
な
中
身
を
伺
う
。

山
本
保
健
福
祉
課
長　

実
施
主
体
は
、
農
協

と
商
工
会
の
連
携
事
業
で
、
市
街
地
を
除
く

地
域
の
高
齢
者
の
買
い
物
を
支
援
す
る
も
の

で
、
注
文
を
受
け
た
商
品
を
配
達
す
る
内
容

で
あ
る
。

秋
山
議
員　

市
街
地
の
高
齢
者
も
考
慮
し
て

は
。

山
本
保
健
福
祉
課
長　

発
想
は
地
域
の
商
店

が
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
理
由
で
閉
店
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
高
齢
者
の
方
々
が

買
い
物
に
支
障
や
不
便
を
感
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
行
う
。
他
の
調
整
事
項
含
め
、
１１
月
か

ら
試
行
期
間
を
設
け
実
施
す
る
。
将
来
的
に

市
街
地
を
対
象
外
と
す
る
方
針
は
な
い
た
め
、

町
内
す
べ
て
を
網
羅
し
た
事
業
展
開
を
展
望

し
て
い
き
た
い
。

寺
田
議
員　

試
行
期
間
を
設
け
る
意
図
は
何

か
。

山
本
保
健
福
祉
課
長　

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
う
も
の
か
検
証
し
た
い
。

【
民
生
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
返
還
金

�

１
９
５
万
４
千
円



議会だより　６

▼
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
一
部
改
修
業
務
委

　

託
料�

３９
万
９
千
円

   
衛
　
生
　
費

▼
断
水
の
対
応

中
川
議
員　

先
般
、
朝
日
小
学
校
の
教
員
住

宅
区
域
で
工
事
中
に
断
水
が
あ
っ
た
際
、
利

用
者
へ
連
絡
が
不
十
分
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
。

道
政
建
設
水
道
課
長　

該
当
地
区
の
方
に
対

し
、
周
知
が
十
分
で
な
か
っ
た
。
今
後
、
検

討
し
た
い
。

【
衛
生
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
予
防
接
種
委
託
料

�

２
１
６
万
７
千
円

▼
町
内
住
宅
等
蜂
の
巣
駆
除
補
助
金

�

１２
万
円

   

農
林
水
産
業
費

【
農
林
水
産
業
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
農
業
用
施
設
維
持
管
理
工
事

�

１
１
５
万
円

▼
野
菜
促
成
栽
培
施
設
整
備
事
業
補
助
金

�

３９
万
円

   

土
　
木
　
費

【
土
木
費
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
町
道
維
持
補
修
等
工
事

�

５
１
０
万
円

   

消
　
防
　
費

▼
防
災
計
画
の
進
行
状
況

武
田
議
員　

町
の
地
震
津
波
対
策
等
の
計
画

の
進
行
状
況
は
。

中
村
総
務
企
画
課
長　

北
海
道
の
防
災
計
画

見
直
し
後
、
町
の
防
災
計
画
の
見
直
し
に
な

る
が
、
そ
の
順
で
は
、
地
震
、
津
波
等
の
際

に
、
対
応
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
整
備
す

る
項
目
は
町
で
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
に

避
難
地
域
の
自
治
会
に
、
避
難
や
避
難
場
所

の
考
え
方
、
避
難
所
の
運
営
方
法
等
を
提
案

し
、
１０
月
の
避
難
訓
練
に
繋
げ
て
ゆ
く
。

【
歳
入
の
主
な
補
正
予
算
】

▼
教
職
員
住
宅
建
設
事
業
補
助
金

�

▲
６
９
７
万
６
千
円

▼
教
職
員
住
宅
建
設
事
業
債

�

６
９
０
万
円

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
債

�

２
５
０
万
円

▼
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進
事
業
補
助
金

�

１
０
０
万
円

   

商
　
工
　
費

【
財
源
・
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

 

の
コ
ー
ス
公
認
手
数
料　

１
万
５
千
円
】 

寺
田
議
員　

コ
ー
ス
公
認
は
何
を
意
図
す
る

も
の
か
。

堤
産
業
課
長　

既
存
の
２
コ
ー
ス
の
更
新
に

あ
た
り
、
公
認
審
査
員
の
方
々
に
来
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
増
設
し
た
２
コ
ー

ス
も
現
状
で
公
認
が
取
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

そ
の
手
数
料
で
あ
る
。

寺
田
議
員　

予
算
書
で
は
財
源
内
訳
が
、
計

上
金
額
１
万
５
千
円
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ス

９８
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

当
初
予
算
で
１
０
０
万
円
計
上
し
た
結
果

１
万
５
千
円
に
な
っ
た
も
の
か
。

村
田
副
町
長　

歳
入
で
北
海
道
か
ら
別
事
業

の
補
助
金
が
１
０
０
万
円
あ
り
、
財
源
を
商

工
費
の
観
光
費
に
充
て
た
た
め
、
こ
の
よ
う

に
表
記
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
手
数

料
と
は
関
連
し
て
い
な
い
。

※
別
事
業
の
補
助
金
と
は
、
上
段
の
一
般
会

　

計
（
歳
入
）
の
欄
に
記
載
し
て
い
ま
す
「
い

　

き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進
事
業
補
助
金
」
で

　

す
。

【
内
容
】
既
定
予
算
に
３
千
２
８
０
万
６
千

円
を
追
加
し
、
８
億
４
千
１
６
６
万
６
千
円

と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

歳  

入  

歳  

出  

全  

般

一
　
般
　
会
　
計
（
歳
入
）

見直しを行い実施した今年の避難訓練

今後、公認が予定されている増設した新コース



７　議会だより

【
内
容
】
既
定
予
算
の
総
額
に
増
減
は
な
い

が
、
次
の
予
算
に
増
減
が
あ
っ
た
。

�

（
歳
入
）

▼
国
保
会
計
繰
入
金
収
入

�

▲
４
２
０
万
円

▼
診
療
所
設
備
整
備
事
業
債

�
４
２
０
万
円

　

議
会
の
決
定
が
必
要
な
財
産
の
取
得
（
予

定
価
格
１
千
万
円
以
上
）
が
提
案
さ
れ
、
全

員
挙
手
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

◎
戸
籍
シ
ス
テ
ム
機
器

取
得
の
目
的�

戸
籍
謄
本
等
の
管
理
・
発
行

取
得
金
額�

１
千
２
０
７
万
５
千
円

相
手
方�

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

竹
中
議
員　

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
。

福
井
町
民
生
活
課
長　

戸
籍
法
に
よ
り
、
正

本
は
当
庁
で
保
管
し
、
副
本
を
最
寄
り
の
法

務
局
に
年
１
回
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
が
、

こ
の
度
の
大
震
災
を
受
け
て
国
は
、
庁
舎
外

持
ち
出
し
も
含
め
た
デ
ー
タ
の
保
管
を
検
討

し
て
い
る
。

竹
中
議
員　

サ
ー
バ
ー
だ
け
で
も
別
な
場
所

に
設
置
す
る
考
え
は
。

福
井
町
民
生
活
課
長　

関
係
課
と
も
、
協
議

し
た
い
。

◎
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム

取
得
の
目
的　

図
書
プ
ラ
ザ
図
書
管
理
及
び

�

学
校
図
書
シ
ス
テ
ム
の
電
算
端
末
設
置

取
得
金
額�

７
３
２
万
９
千
円

相
手
方　

㈱
Ｉ
・
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

鳴
海
議
員　

予
定
価
格
の
積
算
根
拠
は
。

池
田
社
会
教
育
課
長　

２
社
か
ら
見
積
書
を

徴
し
、
設
定
し
た
。

◎
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
画
像
診
断
装
置

取
得
の
目
的　

患
者
Ｘ
線
撮
影
診
断

取
得
金
額�

１
千
２
６
０
万
円

相
手
方　

富
士
フ
ィ
ル
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱

�

北
海
道
地
区
営
業
本
部

竹
中
議
員　

１
社
随
意
契
約
と
し
て
い
る
が
、

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
、
価
格

は
他
社
の
メ
ー
カ
ー
と
比
較
し
て
、
大
き
な

差
は
な
い
の
か
。

※
随
意
契
約
と
は
、
入
札
な
ど
競
争
に
よ
ら

ず
相
手
と
契
約
す
る
方
式
で
、
そ
の
契
約
内

容
が
性
質
や
目
的
が
入
札
に
適
さ
な
い
な
ど

を
条
件
に
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

有
田
診
療
所
事
務
長　

従
来
機
種
の
互
換
性

や
時
間
的
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
考
慮
し
た
。

価
格
は
、
近
隣
の
他
町
自
治
体
病
院
等
に
も

確
認
し
て
お
り
、
精
査
も
十
分
行
っ
て
い
る

た
め
大
き
な
差
は
な
い
。

武
田
議
員　

利
用
頻
度
の
内
容
や
件
数
は
。

有
田
診
療
所
事
務
長　

２２
年
度
実
績
で
、
外

来
・
入
院
含
め
て
３
，
１
１
０
件
。
１
日
あ

た
り
８
・
９
件
で
あ
る
。

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

【
内
容
】
節
婦
漁
港
内
中
央
に
あ
る
岸
壁
を

５０
㎝
下
げ
る
工
事
を
管
理
者
で
あ
る
北
海
道

が
行
う
に
あ
た
り
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
基

づ
き
北
海
道
知
事
よ
り
意
見
を
求
め
ら
れ
た

た
め
同
意
す
る
も
の
。

　

外
防
波
堤
の
工
事
が
昨
年
度
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
漁
港
内
の
水
位
が
下
が
り
、
漁

船
等
の
荷
降
ろ
し
に
影
響
が
あ
る
た
め
、
本

工
事
を
実
施
す
る
も
の
。

鳴
海
議
員　

①
公
有
水
面
の
範
囲
は
。

②
こ
の
工
事
は
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
海
水

面
よ
り
下
も
撤
去
す
る
の
か
。
そ
れ
で
埋
め

立
て
が
必
要
に
な
る
の
か
。

③
今
後
も
発
生
す
る
維
持
管
理
や
防
波
堤
の

工
事
も
こ
の
法
律
が
対
象
と
な
る
の
か
。

堤
産
業
課
長　

①
漁
港
内
す
べ
て
の
水
面
で

あ
る
。

②
現
状
、
構
築
物
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

ん
だ
も
の
を
、
岸
璧
に
使
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
引
き
下
げ
る
た
め
に
、
上
部
分
を
撤
去
し
、

そ
こ
に
、
陸
地
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
し
、
補
装
等
施
し
て
、
全
体
５０
㎝
引
き
下

げ
る
。

③
陸
地
で
は
な
く
構
築
物
の
た
め
該
当
に
は

な
ら
な
い
。

中
川
議
員　

５０
㎝
下
げ
て
、
津
波
等
に
影
響

は
な
い
か
。

堤
産
業
課
長　

北
海
道
か
ら
は
、
津
波
の
影

響
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
進
め
る
と
聞
い
て

い
る
。

◎
新
冠
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

　

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
可
決
）

50㎝下げようとする節婦漁港の岸壁

国
保
診
療
所
事
業
特
別
会
計

 

条
　
例
　
の
　
改
　
正 

 

財
　
産
　
の
　
取
　
得 

公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て
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【
内
容
】
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
に
改
正
さ
れ
、
従
来
の
体
育
指
導
委
員

が
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
名
称
が
変
更
と

な
っ
た
た
め
条
例
改
正
を
す
る
も
の
。

寺
田
議
員　

法
の
改
正
に
よ
り
名
称
変
更
以

外
に
設
置
基
準
の
変
更
は
伴
わ
な
い
か
。

池
田
社
会
教
育
課
長　

伴
わ
な
い
。

◎
新
冠
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

�

（
全
員
挙
手
で
原
案
承
認
）

【
内
容
】
現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
や
雇
用

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
税
法
の
改
正

が
、
６
月
３０
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
か
ら
専

決
処
分
を
し
た
も
の
。

　

寄
付
金
税
額
控
除
の
対
象
の
見
直
し
、
適

用
す
る
下
限
額
の
引
き
下
げ
、
地
方
税
に
関

す
る
過
料
引
き
上
げ
等
の
見
直
し
を
行
い
税

負
担
軽
減
措
置
等
の
改
正
を
図
る
た
め
、
原

案
の
と
お
り
承
認
し
た
。

※
専
決
処
分
と
は
・
・
・
・
本
来
、
議
会
の

決
定
が
必
要
な
事
項
を
町
が
議
会
に
諮
ら
ず

己
で
決
め
る
こ
と
で
、
地
方
自
治
法
で
緊
急

で
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
な
ど
限
ら

れ
た
場
合
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議会・決算審査特別委員会

町政はあなたのために。

日程等については､ 議会事務局まで
　　　　　　　　お問い合わせください。

議会・決算審査特別委員会

次の定例会は､12月に開会の予定です。
手続きは、４階の傍聴者名簿に住所・氏名を記入
するだけです。

（電話47-2559(直通)）

を傍聴してみませんかを傍聴してみませんか

○
今
号
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
質
疑
を
色

分
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
改

善
を
図
り
、
皆
様
に
愛
読
さ
れ
る
よ
う
な
紙

面
づ
く
り
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
で
慎
重
審
議

　

平
成
２２
年
度
各
会
計
決
算
認
定
は
、
監
査

委
員
の
審
査
意
見
を
付
け
て
本
会
議
に
か
け

ら
れ
、
慎
重
に
審
議
す
る
た
め
、
議
長
及
び

議
選
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
同
委
員
会
に
て
閉

会
中
に
継
続
審
査
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

◇
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
委　
員　
長　

寺
田　

孝
男

◎
副
委
員
長　

秋
山　

三
津
男

【
審
査
会
計
】
一
般
会
計
を
含
む
８
会
計

【
審
査
日
程
】
平
成
２３
年
１１
月
１４
日
・
１５
日
・

１８
日
・
２１
日

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
議
場
で
審
議

し
ま
す
の
で
、
定
例
会
や
臨
時
会
と
同
様
に

自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

監
査
委
員
か
ら
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
。

【
内
容
】
平
成
２３
年
７
月
分
ま
で
の
検
査
調

書
の
計
数
と
関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
に
よ
り

審
査
を
行
い
各
金
融
機
関
の
預
金
残
高
を
確

認
照
合
し
た
結
果
、
各
会
計
、
基
金
及
び
歳

入
歳
出
外
現
金
に
つ
い
て
、
計
数
上
の
誤
り

は
認
め
ら
れ
な
い
。

◎
定
期
監
査

【
内
容
】
所
管
の
事
務
事
業
は
、
事
業
成
績

書
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
関
係
書
類
を
監

査
の
結
果
、
指
摘
事
項
は
認
め
ら
れ
な
い
。

○
財
務
課　

６
月
２８
日

◎
新
冠
町
の
教
育
に
関
す
る
事
務
の

　

管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及

　

び
評
価
報
告
に
つ
い
て

【
内
容
】 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
か

ら
報
告
が
あ
っ
た
。

◎
平
成
２２
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

　

び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

【
内
容
】
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
監
査
委
員
の
審
査

意
見
を
付
け
て
、
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す

る
。　

【
審
査
意
見
】
審
査
に
付
け
ら
れ
た
健
全
化

判
断
比
率
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
事

項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に

作
成
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率 − − 18.1 64.6

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0

国民健康保険診療所会計 簡易水道事業特別会計 下水道事業特別会計

資金不足比率 − − −

経営健全化基準 20.0 20.0 20.0

※資金不足を生じていないため「−」で表記している。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、赤字を生じていない
　ため 「−」で表記してある。
※実質公債費比率、将来負担比率とも基準以内である。

【新冠町の健全化判断比率】

【新冠町の公営企業の資金不足比率】
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本
年
度
２
回
目
の
０
Ｂ
会
を
１０
月
６
日（
木
）

 

に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
７
名
参
加
し
、

学
校
跡
地
で
再
利
用
さ
れ
て
い
る
太
陽
の
森

デ
ィ
マ
シ
オ
幻
想
美
術
館
（
旧
太
陽
小
学

校
）、
高
齢
者
介
護
福
祉
施
設
お
う
る
の
郷

（
旧
東
川
小
学
校
）
を
見
学
し
、
そ
の
変
貌

ぶ
り
に
皆
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
今
後
の
活
躍
は
、
新
冠

町
の
発
展
・
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
歴
史
に
深

く
刻
ま
れ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
８
月
１
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で

委
員
会
の
活
動
状
況

○
８
月
２４
日

・
地
方
債（
レ･

コ
ー
ド
館
建
設
）の
繰
上
げ
償
還

・
新
冠
町
有
牧
野
条
例
の
一
部
改
正

・
新
冠
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
公
認

　

認
定

・
㈲
日
高
軽
種
馬
共
同
育
成
公
社
経
営
改
善
資

　

金
借
入
れ
償
還
期
間
の
変
更

○
９
月
２０
日

・
朝
日
地
区
町
有
林
の
現
状

・
町
有
牧
野
の
整
備
状
況

・
平
成
２2
年
１２
月
２６
日
大
雪
被
害
ハ
ウ
ス
復
旧

　

状
況

・
に
い
か
っ
ぷ
穀
類
集
出
荷
調
整
施
設
状
況

　

９
月
２０
日
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
て
、
道

営
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
町
有
牧
野
の
整
備

状
況
を
調
査
に
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
北
海
道
が
主
体
と
な
り
、
平
成

２２
年
度
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
、

主
に
草
地
整
備
改
良
や
肥
育
牛
舎
等
の
整
備
を

行
い
、
全
体
事
業
費
３
億
５
千
万
円
を
要
し
、

う
ち
４
分
の
１
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

当
日
は
着
工
中
の
７６
頭
収
容
可
能
な
肥
育
牛

舎
や
、
堆
肥
舎
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

たくさんの遊具で溢れるホール

写真は、今年の夏初めて行われ多くの人で賑わせたおうるの郷夏まつり

建設中の肥育牛舎

　

９
月
３０
日
社
会
文
教
常
任
委
員
会
に
て
、
旧

節
婦
保
育
所
の
跡
地
に
、
町
が
開
設
し
、
社
会

福
祉
法
人
ほ
く
と
園
が
運
営
す
る
新
冠
町
子
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
あ
お
ぞ
ら
」
は
、
発
達
に
不
安
や
悩
み
を

抱
え
て
い
る
子
ど
も
が
、
安
心
し
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

『
あ
お
ぞ
ら
に
か
か
る
虹
の
よ
う
に　

夜
空

に
ま
た
た
く
星
の
よ
う
に　

に
こ
に
こ
キ
ラ
キ

ラ
笑
顔
に
』
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

・
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
方
は
、

　

こ
ち
ら
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

新
冠
町
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
お
ぞ
ら
」

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
４
６
）４
７—

１
５
２
２

○
８
月
３１
日

・
高
齢
者
等
買
い
物
支
援
事
業

○
９
月
３０
日

・
地
域
保
育
所
の
運
営

・
新
冠
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
あ
お
ぞ
ら
」
の
開
設
準
備
状
況

○
９
月
９
日

　

第
３
回
定
例
会
の
運
営

○
１０
月
７
日
、
２０
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
８
６
号
の
編
集

総
務
産
業
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

第
２
回
新
冠
町
議
会

　

０
Ｂ
会
を
開
催

町
有
牧
野
の

　
　
　

整
備
状
況
を
視
察

11
月
１
日
開
設

　

 

「
あ
お
ぞ
ら
」
を
視
察
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議会だより
にいかっぷ

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

委　
員　
長　

堤　
　
　

俊　

昭

　
　

副
委
員
長　

伹　

野　

裕　

之

　
　

委　
　

員　

竹　

中　

進　

一

　
　

委　
　

員　

椎　

名　

徳　

次

　
　

委　
　

員　

秋　

山　

三
津
男

　
発 

行 

責 

任 

者

　
　

議　
　

長　

芳　

住　

革　

二

topics 議会の話題

　☆北星町　二ツ森　正士さん（写真中央）☆
　私は１９８７（昭和６２）年から１２年間、新冠中学校で勤

務しました。新冠町が『音楽による町づくり』を掲げてレ・コー

ド館の開館に併せて、その杮落し行事のための実行委員

会を依頼され、城之内ミサさん作詩･作曲の“飛翔”をオー

ケストラと混声合唱により成功させた経験は、それからの

私の音楽活動に大きな影響を与えてくれました。

　新冠合唱団「さつきの会」から現在の「V
ヴォル

ol．」に至る20

数年間も、その指導を続けて来れたことをうれしく思ってい

ます。「V
ヴォル

ol．」との活動は、今や私のライフ・ワークそのもの

です。音楽は私たち人間にとって、うるおいのある生活を

おくるために、なくてはならないものの一つです。したがっ

て、とっても楽しく、素敵な団員（仲間）に囲まれて音楽に携

わっていれる私は幸せ者だと思っています。

 『こころ』〜私のライフワーク『Vol.』〜

▶

あ 

と 

が 

き

あ 

と 

が 

き

　 ■発行／北海道新冠町議会　〒059-2492　新冠郡新冠町字北星町３番地の２　　　■編集／議会広報特別委員会
　 志 0146-47-2559（直通）  　思 0146-47-2500　 　町ホームページhttp://www.niikappu.jp
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▽
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る
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う
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掛
け
作
成
し
て
ゆ

き
ま
す
。

　８月20日（土）毎年恒例の新ひだか町とのパー
クゴルフ大会が新ひだか町にて行われ、合計平均
スコア新冠町73.25、新ひだか町77.83で昨年に引
き続き、新冠町が優勝しました。
　勝因は開会のあいさつで寺田副議長より受けた
叱咤激励であり、選手全員危機感と気合いが入り、
気迫溢れるプレーを展開し、勝利を手にすること
ができました。
　来年も、もちろん三連覇を目指したいと思います。

日高中部二町議会議員親睦
スポーツ大会

〜新冠町議会チーム二連覇達成!!〜
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